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皆月　緑雨
#01 the dawn
日の下には新しき者あらざるなり
見よ是は新しき者なりと指して言ふべき物あるや
其は我等の前に在りし世々に既に久しくありたる者なり
――旧ĖŮźĻ書　ď`ďĻ之書《ÉRÉwÉĆÉgāŐ言ót》　第ąÍ章
「彼らは女王蜂が創りたかったのよ」
　彼女はそう、僕に教えてくれた。戦いの前はいつもこうだ。僕は彼女、マナに過去の話を聴かせてもらう。
「人類を「処理」し、淘汰した彼らもまた、同じように進化の袋小路に行き詰ったの。彼らの行動原理であった、地球環境の復元も既に完了していた。しかし、そもそもの目的を辿れば、それは人間の為に他ならないものであった筈よ。軌道構造体の拡充も、既に限界を迎えていた
　彼らは指導者を欲したのよ。機械である自分達を更に高次なものへと導く、新たな女王蜂をね」
　語りかけるような、言い聞かせるような、それでいて響きのない声。
　焚火に枯れ木を放り投げる。パチッ、と木が爆ぜ一瞬、炎が揺らめく。微睡みの、幻のような彼女の姿もまた揺らめく。常々思う。まるで本当にそこにいるかのようだと。月の海を想起させる白銀の肌に、蒼色の瞳。周りの風景、とてもジャングルには似つかわしくない白色のドレス。月の女神のようだね、といつか発掘したデータに集録されていた物語のキャラクタにイメージを重ね、僕は彼女にそう告げた。すると彼女は微笑み、「古代、時に月は人にとって狂気の象徴でもあったんですって」と自嘲気味に口にした。僕は彼女から狂気なんてものを感じたことはない。彼女から感じるのは、いつだって優しさと、隠しきれていない哀しみだ。確かに、マナを創りだした奴らからすれば、その後に彼女が起こした行動は狂気以外の何物でもないだろう。彼女は、再び生み出したのだ。僕を、ヒトという種を。
「膨大なニューロンとシナプスの成長及び発火因子の量子確率プログラム……言うなればヒトの意識と人格のアーキテクチャ。それが私。確かに私は機械によって創られたA・I。けれど、これだけは彼らには絶対に書くことのできない代物よ。そうなると、これを書いたのは絶滅以前のヒトかも知れない。とても信じられないけれど……」
僕にとってはなんでも知っているマナが知らないこと。それが自らの起源だ。彼女にはまだ肉体が無い。今は僕の脳の一部を間借りしている状態だと彼女は言った。その為か、この話になると本当に彼女が戸惑っているのを、僕も感覚として共有することが出来た。
彼女に眼をやる。僕にとっての月の女神たる彼女の実体は、そこにはない。僕の視覚野に干渉することで、さも、そこにいるかのように見せかけているだけだ。
「本当はこの身体を私のものにすることも出来たけど、どうせならお話し相手も、ボディガードも欲しかったしね」
　以前、少し照れたように僕の疑問に応えてくれた彼女は少し可愛かったし、僕も嬉しかった。
「自分達の行動が、新たに生まれようとする指導者へ悪影響を及ぼすかも知れないと、恐れたのかしら。彼らは私に対し何の干渉してこなかった。私の欲するままにデータを与え、命令に従ってくれた。あとはひたすら待っていたようだった。それこそ繭から羽化する王を待ち望むかのように」
　彼女が一息つく。いや、彼女に休息は必要ない。きっと僕を思ってのことだろう。
「でも、私は彼らの期待には応えなかった。それどころか裏切ったのよ」
　日が昇り始める。軌道構造体の大きな陰の後ろから、太陽が顔を覗かせ、僕の瞳孔を萎ませる。まるで行動開始の時間だと言わんばかりに。
「でも、どうして裏切ったの？」
　それでも僕は構わずに質問を投げかける。まだ、マナの話を聴いていたい。
「貴方は本当に人間ね、ティクヴァ」
　彼女が笑う。
「知的好奇心こそが人間の本質。その点に関して、貴方は大変優秀だわ。あの日、一緒に構造体から軌道エレベータをつたって、命からがら逃げ出した時の貴方とは、もう比べものにならないわね」
　僕は苦笑せざるを得ない。確かにあの日、人工子宮から叩き起こされて――もちろん、その時はそれが僕の培養槽だとは知る由も無かったけれど――恐怖から来る本能のままに何処へ行くとも解らず駈け出した僕は、とてもマナの助けが無ければ機械達の包囲網を突破することなんて出来なかっただろう。
「行きましょう」
　マナに促されて腰を上げる。なんだか上手く話を誤魔化された気もするけれど。
「私は色々と知りすぎてしまったのよ」
　彼女は見透かしたように、言葉を繋げる。
「私はありとあらゆるデータを抜き取り、記録を読み漁った。その中には、これまでに至る地球の歴史を連ねたものもあって、本当に僅かではあるけれど人間の歴史なんてものも確認できた」
　先ほどまで僕の前に座っていた彼女は、今は掌に乗るくらいに小さくなって、僕の肩にちょこんと腰かけている。
「最初、大半の記録は機械達の手によって削除されているんじゃないかって疑ったぐらい、人間の足跡は地球の歴史からみてひどく短く感じられたわ。
　でも、そうじゃなかった。人間はその限られた時間の中で進化と発展を繰り返し、今に至る世界を築き上げてきた。その結果がこうなってしまったのは……ひとまず置いておいてね」
　軌道エレベータの影が僕たちを包み込む。赤道上に連なる六十四基の軌道エレベータと、それを支えに高度三六〇〇〇キロメートルの静止軌道上に鎮座する軌道構造体。これを造りだしたのも、また人間だとマナは教えてくれた。
「さて、お話はこれくらいにしておこうかしら。今日はこれから大変ですもの」
「答えは教えてくれないんだね」
僕は笑いかける。
「わかってるくせに」
　マナの優しい感情が、言葉ではなく、直接僕の脳に伝わる。彼女はいつだって僕の思考の一つ先をいく。
「研究所も近いわ。ひょっとしたら、迎撃システムがまだ生きているかも知れないし、枝がバレて待ち伏せされているかも知れない。一応、注意しましょう」
　おしゃべりはここまでのようだ。この切りかえの速さが、ヒトに限りなく近い機械である彼女と、機械に限りなく近いヒトである僕との違いだろう。
　僕は、厳密にはヒトではない。いや、ヒトではなくなっていると言った方が正しいのだろうか。
　全感覚マスクをONにする。僕は周りの風景の観測・解析を開始した。同時に、各種感覚器官により光量、熱、風向、それらの反射及び自身の重量による地表面への負荷に至るまで様々なパラメータを計測し、理想的な欺瞞形状及び体表面屈折率をシミュレートする。そのシミュレーション結果を体組織にフィードバックさせることで、言葉のとおり、僕の身体は「変質」した。うねるように、蠢くように、変化を終えた後にも僕の身体は静かに波打っている。外乱に対する制御がリアルタイムで行われているのだ。最早、僕を光学的に捕捉することは困難だろう。可視光領域だけでなく、赤外線の放射も抑制され、レーダー電波に対する対抗措置も取られている。二本の足は消え失せ、針のような多脚が自重を分散させている。僕の気配は限りなく消失した。
「イモータル」
　僕の身体に与えられた能力の名だ。そしてこれもまた、かつて人が造りだした技術の一つであるということを彼女は教えてくれた。
　人工子宮内で発生した僕の体組織は、その早くから、炭素基を中心した組成から珪素基を中心としたものに置き換えられた。更に、自律分散システムによる体細胞ネットワークを、無意識下から有意識化に遷移させることで、細胞を一つ一つ自在にコントロールし、身体構造を変化させる技術も施された。僕にとって身体の一部を失うことは、質量を少し失った程度の障害にしかならない。失った分を他の物質から吸収、分解して再構築を行えばあっという間に元通りだ。脳を破壊されない限り、死ぬことはまずない。イモータル【不死身】の名を付された意味もよく分かるというものだ。
　もちろん、最初は使い方なんて分からなかったし、そもそもそんな能力が与えられていることも理解できなかった。後にマナが正しい使い方を教えてくれたのだ。軌道構造体から逃げ出したあの日、僕の四肢は機械達による攻撃でその大半が蒸発・消失していた。痛覚の制御もまだ知らなかった僕は、生まれて初めて味わう感覚、全身に走る容赦ない痛みに怖れ、ひたすら泣き叫んだ。
　そんな僕を彼女は必死になぐさめ、励まし、再生を代替し、そして僕に謝り続けた。
　それが何に対してであったのかはわからない。こんな能力を僕に与えたこと、僕に人間としての意識を与えたこと、もしかしたら僕を生み出したことそれ自体に謝り続けていたのかも知れない。
　それでも、僕はマナに感謝している。あの日、確かに痛かったけれど、あの感覚は生の実感に他ならなかった筈だ。まだそんなに長くはないけれど、一緒に行動を共にし、様々な知識を授けられ、原始的なヒトではなく人間として大地に立つ意味を自問し、模索することの大切さを教えてくれた。ヒトではないかも知れないけれど、人間にはなれる。マナと一緒に戦える。これが僕の「力」だ。それに、なによりも……
「もう少しで研究所が見えるはずよ」
　でも、時折、僕の脳を間借りしている彼女が恨めしくなることがある。こういうときだ。
　間抜けな足でひょこひょこと歩いているようでも、その歩は思いのほか速い。警戒も行いつつの潜入であったにも関わらず――と言っても、その大半がマナに任せっきりであったけれど、だからこそイジワルをされたのかも知れないけれど――意外にすんなりと目的地に着くことができた。
「あそこに入り口があるわ」
　宙に浮かぶマナが指を指す。無言の注意を受けた手前、今度は警戒を怠らず、マナの案内に従うままに歩を進めた。
「旧世代の電子錠ね」
　入り口らしき場所には縦に裂けたスリットが設置されていた。このタイプは前の施設でも見かけたことがある。確か「図書館」とかいうデッドメディアを多く貯蔵していた施設だ。多くの知識と「文学」と呼ばれる文化に触れることが出来た数少ない場所だ。
「3088ĒN=type=é•čCď«ā›éśāŤéģCardで形状変化を」
　言われたとおりに、僕は指を板状に変化させる。
「何度か通してみて。コードはこちらで解析して書き換える。施設内部が生きているのだから、入り口の電源もひょっとしたら……」
　試しに通してみると電磁的な反応が得られた。どうやらまだ生きていたようだ。扉を破壊するのは簡単だけど、なるべく戦闘は避けたかった。警戒システムは動いていないようだけど、なんの弾みで再稼動するかは分からない。そうして、何度かパターンを変えて鍵を滑らせてみると、程なくして扉は開かれた。
　施設に足を踏み入れる。「もう大丈夫」と言われたので、僕は欺瞞形状を解きヒト型に戻った。施設の中は暗く、奥に向かうにつれ細く光を飲み込むその様は、来る者を押し潰そうとする引力が感じられた。暗視フィルタに切り替え、用心深く進む。この研究室が建てられたのはおよそ五百年前とのことだった。それにも関わらず、ここにはかつて人間が暮らし、生きていた匂いが未だ漂っていた。
　放射計が広い空間に出たことを教えてくれる。ふきぬけのようだ。同時に、微弱ではあるが電磁波も感知した。視界の端に目をやると、端末が設置されていた。
「ノードね。もしかしたらデータが得られるかも知れない。可能ならばシステムの復旧もしておきましょう」
　僕はノードに手をかざし、情報走査を行う。データの解析はマナに任せている。
「……どうやら迎撃システムはOFFになっていただけのようね。耐用年数はとっくに過ぎているけど、まだ稼動可能のようだわ」

「目的の場所は？」

「ちょっと待って……見つけた」
　マナの語尾に力がこもる。
「地下40階」
　復旧したシステムが地上階に光を灯した。
　ワイヤは長い年月で既に朽ち果てており、エレベータは使えなかった。代わりに、僕が身体の一部をワイヤ化させ、地下二千メートルまで降りることになった。降下中、彼女は一言も言葉を発しなかった。
　空洞を降りきった先では大扉が僕達を待ちうけていた。
「どうしたの？」

　しかし、扉は開かない。施設の全システムは既にマナが掌握しているはずだ。

「これが……きっと始まりになる」

　扉を前に、マナは独り言のように口にした。その言葉はどこか儚げで、彼女の視線は虚ろげだった。僕は、実体のない彼女の頭にそっと指をおいた。大丈夫、僕がいるからと。自信はないけれど、それが今の僕に出来る精一杯だった。
　僕が格好をつけたとでも思われてしまったのだろうか？　彼女は少しふくれると呆れるように笑みを零した。けれど、次に扉を見すえた彼女の視線は、しっかりと前を向いていた。
「行きましょう」

　扉は開かれた。
　その場所は、本当に地上と同じ施設なのかと疑わせるほどの清潔さと、恒常性が保たれていた。がらんとした空間には、一つの卵型の装置だけが横たわっている。僕はこの装置を知っている。何故なら、僕はここから産まれたからだ。
「マナ、これが……」
「そう、ここがあの日、地上で唯一生きていた人工子宮……」
「そして、これが私の身体」
　そこではひとりの少女が身体を丸め、培養槽中で静かに眠っていた。まるで誕生を待ちわびるかのように、まるで主人の帰りを待つかのように。
「警報」

　突然、静寂を突き破るかのように遙か上層でアラートの鳴り響く音が聞こえた。
…This story is to be continued.
